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学部担当科目

・「奈良文化論」で１回の授業（「中国の市と奈良の市」7月26
日）
・
・
・
・
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・ユーラシア地誌特論（文学研究科地理学専攻）

授業科目

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、経済地理学会、歴史地理学会、東北地理学会、地理科学学
会、名古屋地理学会、奈良地理学会、史学研究会、南アジア学会

伝統的市の研究、農村地理学研究、中国の社会経済地理学的研究、外邦図の研究

１、日本地理学会地域調査士認定委員、
２、高等教育評価機構評価委員

京都大学大学院文学研究科修士課程修了・博士課程中退

文学博士

人文地理学、中国・インドの地域研究

最終学歴

　【研究上の特記事項】
2011年10月にスタンフォード大学において開催された「外報図シンポジウム」（日本学儒
振興会後援）に出席し、研究発表を行うと共に、討論に参加した。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

１、学長
２、学校法人奈良大学理事
３、奈良大学後援会顧問
４、全国高校生歴史フォーラム審査委員長

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・
・
・
・



編著

単著

単著

単著

単著

単著

④

②

⑤

①外邦図とインドび中国の伝
統的市に関する私の研究

③

④

⑤

①東日本大震災と奈良大学

③ご子息の留学のお勧め

（その他）

②厳しい環境下での学生募集
について

⑤

⑤

④

中国西北地方の近年の変容を、西部
大開発政策との関連で論じた。

③

（学会発表）

①成都市南東郊における集市
の近年の動向

②

②

③

④

奈良大学の東日本大震災に対する支
援活動を紹介。

厳しい環境下での奈良大学の学生募
集の取り組みを紹介。

奈良大学生への留学の勧め。

伝統的市研究における外報図の有用
性について経験に基づき論じた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①西北中国はいま

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2012年3月
成都市郊外における伝統的市の近年
における変容を論じた。

ナカニシヤ出版2011年12月

奈良大学紀要第40号

奈良大学後援会報35
号

学校法人奈良大学
報、Ｎo.58

青垣　第27号

2011年8月1日

2011年9月

2011年3月10日

外邦図に関するシン
ポジウム（於スタン
フォード大学）

2011年10月8日


